
 

 

 

 

 

 

１ はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実践事例（２） 

第３・４学年 国語科 ～主体的に学ぶ児童を育てる指導の工夫～ 

（１）単元名 

第３学年 第４学年 

せつめいのくふうについて考えよう   

「すがたをかえる大豆」 

段落どうしの関係をとらえ、説明のしかたについて考えよう 

「アップとルーズで伝える」 

（２）単元目標（評価規準） 

第３学年 第４学年 
◎ 中心となる語や文をとらえ、段落相互の
関係を考えながら読むことができる。 

（読む） 
○ 文章構成を理解しながら、文章の内容に
関心をもって読もうとする。 

(関心・意欲・態度) 
○ 文章中の表現や言葉に着目し、国語辞典
を使って調べることができる。 

（言語） 

◎ それぞれの段落が全体の中でどのような役
割を果たしているかを考えながら読むことが
できる。             （読む） 

〇 アップとルーズそれぞれの特徴を整理しな
がら興味をもって読もうとする。 

(関心・意欲・態度) 
○ 指示語や接続語が、文や段落の関係を示す手 
がかりになることを理解することができる。          

（言語） 

（３）単元の指導計画 

第３学年(全７時間) 第４学年(全８時間) 

学習内容 時 次 次 時 学習内容 

〇 難しい言葉の意味や新出漢字を調
べる。 

〇 次単元「食べ物のひみつを教えま
す」について知り、「どのようにす
れば食べ物のことを分かりやすく説
明できるのだろう。」という学習課
題と学習の見通しをもつ。 
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〇 次単元「『クラブ活動リーフレット』
を作ろう」について知り、「どのように
すれば分かりやすい説明文が書けるのだ
ろう」という学習課題と学習の見通しを
もつ。 

○ 難しい言葉の意味や新出漢字を調べる。 

〇 文章全体を三つに分ける。 

〇 １～２段落の内容を読み取る。 

 

 

〇 ３～７段落を読み、説明の仕方の
工夫を見付ける。（本時） 

 

〇 ８段落の内容を読み取る。 
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２  ２  １  

１  
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１  

〇 １～３段落の内容を読み取る。 

〇 ４～６段落を読み、実際の映像の中で
アップとルーズがどんな目的で使い分け
られているかをまとめる。 

〇 ７段落を読み、実際の新聞記事ではア
ップとルーズがどんな目的で使い分けら
れているかをまとめる。（本時） 

〇 ８段落の内容を読み取り、段落相互の
つながりを考える。 

○ 分かりやすい説明の仕方について
学習したことをまとめる。 

１ ３ ３  １  

 

１  

○ 写真と文章の対応や対比して述べる段
落構成についてまとめる。 

〇 教材文の段落構成を生かして、身近な
ものを対比して述べる説明的文章の書き
方を考える。 

れいをあげてせつめいしよう 

「食べ物のひみつを教えます」 

次単元 

学 年 間 で 発

表 会 を す る  

説明の仕方を工夫して、分かりやすく伝え

る文章を書こう 

「クラブ活動リーフレット」を作ろう 

 

本学級は、３年生４名、４年生６名の複式学級である。そのため、授業においては、両学年

の児童が主体的に学習を進められる手立てが必要である。また、少人数であるため、表現力の

育成も課題となっている。そこで、学習の見通しをもって主体的に取り組み、自信をもって自

分の考えを伝える児童を育成するために、以下のような学習指導の工夫を行った。 

（１） 単元構成の工夫とガイド学習 

（２） 直接指導の工夫（板書の工夫・機器の活用・聞き方の指導） 

（３） 間接指導の工夫（学習のパターン化・モデルの提示・ワークシートの活用） 

２ 実践例 

 



 

 

 

 

  

 第３学年 第４学年 
(１) ねらい 
  ○ 「中」の段落の内容を読み取り、説明の

仕方の工夫に気付く。  
 
(２) 準備物  
   OHC ワークシート 
(３) 展開 

(１) ねらい 
  ○ ７段落の果たす役割を考え、実際の新

聞の写真が、どのように使われているの
か説明する。 

(２) 準備物  
   OHC ワークシート 新聞 
(３) 展開 

○指導上の留意点 
◎評価 

 
学 習 活 動 

 
わたり 

 
学 習 活 動 

 

○指導上の留意点 
◎評価 

 １ 学習課題をつか
む。     

 

３ ３ １ １～７段落を音
読する。 

 

○ 係を中心に学習を
進めさせる。  

 
 

○ どの言葉や文に注
目して読むか伝えて
おく。 

２ ３～７段落を音
読する。  

 

３ ３ ２ 学習課題をつか 
む。 

 
 
 
 
 
 

○ 「くふう」という
言葉に注目させて、
中心となる文を見つ
けさせる。  

○ 係を中心に、記入
した内容を確認させ
る。 

◎ それぞれの段落の
内容を、表に整理す
ることができたか。
（ﾜｰｸｼｰﾄ） 

３ ３～７段落の要
点をワークシート
の表に整理する。 

10 10 ３ ７段落とそれま
での段落を比較し
て読み、文章全体 
に果たす役割を考
える。 

○ 「目的に応じて」
と「目的にいちばん
合う」は同じ意味で
あり、「テレビ」と
「新聞」、「画面」
と「写真」、「きり
かえ」と「組み合わ
せ」が違いであるこ
とをおさえ、７段落
の役割をまとめる。 

○ 児童から考えが出
にくければ、接続語
や加工する方法、か
かる時間の長さを手
がかりに考えさせ、
理由を黒板にまとめ
ておく。 

４ どうしてこの順
序で説明している
のかを話し合う。 

10 

 

10 ４ 実際の新聞では
写真がどのように
使われているのか 
を説明する文を書
く。 

○ アップとルーズを
比較して書くワーク
シートを準備する。 

○ 使い方の目的をつ
かみにくい児童に
は、見出しや文章に
注目させる。 

○ 米や麦などからで
きている身近な食品
を写真で提示し、学
習活動４を生かして
紹介したい順序とそ
の理由を簡単に書か
せる。 

５ 他の食品ならど
の順序で書きたい
か考えを書く。 

10 10 ５ 自分の考えを伝
え合う。 

○ お互いの考えを比
較しながら聞かせ、
感想を交流させる。 

◎ ７段落の役割を理
解し、実際の新聞の
写真の使われ方を説
明する文を書くこと
ができたか。（ﾜｰｸｼｰﾄ） 

○ OHC を使い、視覚
でも確認できるよう
にする。 

◎ 説明の仕方の工夫
に気付くことができ
たか。（ﾜｰｸｼｰﾄ） 

６ 自分の考えを伝
え合う。 

９ ９ ６ 新聞以外のもの
では、写真がどの
ように使われてい
るのかをまとめ
る。 

○ リーフレットやパ
ンフレットなど新聞
以外のものを準備し
ておき、写真の使わ
れ方に興味をもたせ
る。 

 どんなくふうが、どんなじゅんじょで書

かれているのでしょう。 

 新聞の写真は、実際にはどのように使わ

れているでしょう。 

（４）本時の指導 



 

 

 

 

  

３ 考 察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元は、「読む」ことを中心としており、ここ

で学習したことを、「書くこと」を中心とする次単

元に生かすよう単元構成をした。 

このことにより、児童の課題意識を明確にするこ

とができた。（資料１） 

単元の終末に、それぞれの学習の成果を交流でき

る場を設けたことで、児童が意欲的に学習に取り組

むことができた。（写真１） 

 ガイド学習を行うため、単元の流れや１単位時間

の流れを提示したことで、係を中心として主体的な

学習が展開できた。（写真２） 

 ○○さんの書き方は、分

かりやすいものから分かり

にくいものの順で書いてい

るところが工夫されている

と思います。 

(1) 単元構成の工夫とガイド学習 

 「課題把握」と「話合い」の場面では、一定の時間の中で効率よく

学習できるよう次の二つの工夫をした。 

ア ポイントになる言葉のカードを色分けして提示したことで、言葉

を比較・分類しながら効率よく考えさせることができた。また、そ

の後の間接指導での「書く」活動のヒントにもなった。（写真３） 

イ 本学級では両学年にOHCを置き、書いたものを映しながら発表さ

せるように習慣づけている。視覚でも確認できるため、発表後も、

意見を交流しやすい。 

また、意見の交流ではお互いの考えを比べた発言を称揚し、日頃

から聞くポイントを身に付けられるよう配慮している。そのため、

わたりが上手くいかなかった時も、児童同士で話し合うことができ

た。（写真４） 

(2) 直接指導の工夫 

 ぼくは、去年魚のことを調

べたけれど、カツオブシは魚

からできているなんて、初め

て知りました。 

 その写真を見て、アップかルーズか

は、○○さんと同じように思ったけれ

ど、私は理由が少し違っていて・・・。 

せつめいのくふ

うについて考え

よう 

写真２ 学習の流れ 

（上：単元全体 下：１単位時間） 

（左：３年 右：４年） 

写真３ 板書の工夫（色分け） 

写真１  

学習成果の交流 

写真１ 

 学習成果の交流 

段落どうしの関係

をとらえ、説明の

仕方を考えよう 

写真４ 機器の活用 

れいをあげてせ

つめいしよう 

説明の仕方を工夫し

て、分かりやすく伝

える文章を書こう 

学級全体での交流 

資料１ 単元構成の工夫 

 その写真を見て、アップかルーズかは、○○さ

んと同じように思ったけれど、私は少し、理由が

違っていて･･･。 

本単元 

読むこと

中心 

次の単元

書くこと

中心 

３年 ４年 

写真３ 板書の工夫（色分け） 

写真４ 機器の活用 



 

 

 

 

  

 

 音読と読み取ったことや考えを書く活動を行った。書く場面でつまずくと、個別指導が難しいため、一人一人が見

通しをもって学習できるよう配慮した。 

 

 

説明文の内容を表にまとめる活動を行った。工夫した点は次の三つ。 

ア 学習をパターン化させるため、前時は「大豆」という言葉、本時は「くふう」という言葉を文末にしてまとめる

よう指示した。 

イ 主体的な学習を進めるため、係を中心に、黒板の表へ語句や文のカードを貼って内容を確認させ、その表をまと

めのモデルとした。（写真５） 

ウ 効率的な学習が進められるよう、あらかじめ表を書いたワークシートを活用した。（資料２） 

 

 

 新聞の写真を見てアップかルーズか判断し、その目的をまとめる活動を行った。工夫した点は次の三つ。 

ア 学習をパターン化させるため、前時には映像を使って同じ形式のワークシート 

に記入させた。 

イ 主体的に学習が進められるよう、記事を統一せず、子ども新聞から数点の記事を 

提示し、その中から選ばせた。また、例を挙げたり、文のモデルを見せたりした。 

ウ 効率よく学習が進められるよう、キーワードだけを書き込むワークシートを活用 

した。（資料２） 

 児童に学習の見通しをもたせるために、学習の流れの提示、学習のパターン化、ワークシートの活用、板書

の工夫、モデルの提示を取り入れた。また、機器の活用や聞き方の指導、単元構成の工夫を行うとともに、全

員が考えを伝え合う場や、異学年との交流の場を作った。その結果、児童は係を中心にして学習を進めたり、

自分の考えを持って書いたり、活発に話し合ったりするなど、意欲的な取組が見られた。 

 しかし、授業の終末に時間不足になったり、わたりが上手くいかず、話合いを児童に任せたりすることにな

った。今後は、学習内容の精選と個人差に対応できるわたりや個別指導の工夫を図っていきたい。 

(3) 間接指導の工夫 

資料２ ワークシート 

（上：３年 右：４年） 

 次は、 

「・・・する

くふう」だっ

たね。 

写真５ 係を中心に表を仕上げ

て、内容の確認をする。 

４ おわりに

察 

 

第４学年 

第３学年 


